
江
戸
期
を
通
じ
て
、
歌
書
は
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

歌
書
の
刊
本
は
従
来
、
性
々
に
し
て
「
流
布
本
」
の
ひ
と
言
で
片
付
け
ら
れ
、
必
ず
し

も
十
全
と
は
言
い
難
い
本
文
の
質
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
い
ま
改
め
て
王

朝
文
学
の
受
容
や
近
世
文
学
万
般
の
展
開
を
考
え
る
時
、
そ
れ
ら
が
果
た
し
た
役
割
は

（
１
）
（
２
）

極
め
て
甚
大
で
あ
っ
た
と
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
「
古
今
和
歌
集
」
や
『
百
人
一
首
」
な

ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
ご
と
の
報
告
は
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
き
て
は
い
る
も

の
の
、
歌
書
刊
本
の
全
容
を
捕
捉
し
て
そ
の
特
徴
と
傾
向
、
さ
ら
に
は
展
開
と
消
長
を

論
じ
た
も
の
と
な
る
と
見
当
た
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
あ
れ
こ
れ
の
細
部
に
は
目
を
つ
ぶ
り
、
思
い
切
っ
て
江
戸
期
全

般
を
視
野
に
入
れ
て
歌
書
刊
本
の
変
遷
を
描
き
出
し
て
み
た
い
（
た
だ
し
、
紙
幅
の
都

合
に
よ
り
、
ひ
と
ま
ず
対
象
を
江
戸
前
期
に
絞
る
）
。
調
査
は
現
在
も
続
行
中
で
あ
り
、

未
見
の
書
物
が
な
お
少
な
く
な
い
こ
と
も
自
覚
し
て
い
る
の
で
、
調
査
途
上
で
の
概
要

（
３
）

報
告
と
し
て
お
つ
き
合
い
い
た
だ
き
た
い
。

歌
書
の
変
遷

ｌ
江
戸
前
期
を
中
心
に
Ｉ

｜
、
前
提

ま
ず
は
用
語
の
定
義
か
ら
。

本
稿
で
用
い
る
「
歌
書
」
と
は
、
和
歌
関
係
書
、
す
な
わ
ち
撰
集
や
家
集
、
定
数
歌
、

歌
合
、
歌
会
和
歌
、
歌
論
歌
学
書
は
当
然
の
こ
と
、
そ
の
範
囲
を
大
ま
か
に
捉
え
て
、

適
宜
、
紀
行
・
随
筆
・
物
語
・
注
釈
・
詩
書
・
絵
本
な
ど
の
類
を
も
含
ん
だ
総
称
と
す

る
。
拠
り
ど
こ
ろ
は
、
江
戸
時
代
に
し
ば
し
ば
刊
行
さ
れ
た
書
籍
目
録
の
〈
分
類
〉
で

（
寛
文
六
年
頃
刊
『
和
漢
書
籍
目
録
」
の
「
歌
書
」
部
参
照
）
、
古
典
受
容
の
具
体
相
と

近
世
文
学
の
基
層
を
探
る
上
で
は
、
当
代
の
目
線
に
立
っ
て
こ
の
よ
う
に
緩
や
か
に
捉

（
４
）

え
た
方
が
か
え
っ
て
有
効
だ
と
考
え
る
ゆ
え
で
あ
る
。

因
み
に
、
「
歌
書
」
と
い
う
こ
と
ば
の
成
立
は
、
鎌
倉
中
期
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
実

際
の
用
例
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
「
兼
戦
雑
談
」
（
永
正
七
年
〈
一
五
一
○
〉
頃
成
）

（
５
）

あ
た
り
ま
で
し
か
遡
れ
な
い
。
あ
る
い
は
「
歌
道
」
と
い
う
こ
と
ば
も
ま
た
同
じ
よ
う

（
６
）

に
、
そ
れ
ほ
ど
早
く
ま
で
遡
れ
な
い
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
時
、
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
何

と
な
く
使
っ
て
い
る
「
こ
と
ば
」
へ
の
概
念
規
定
と
そ
の
歴
史
性
の
検
討
を
蔑
ろ
に
す

神
作
研
一
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る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
。
そ
の
意
味
で
、
「
歌
書
」
は
と
も
か
く
と
し
て
「
歌
道
」
や

「
歌
学
」
の
語
が
、
近
世
に
な
っ
て
刊
本
の
「
外
題
」
に
頻
繁
に
登
場
し
て
く
る
事
実

も
非
常
に
興
味
深
い
も
の
だ
。

さ
て
こ
れ
か
ら
歌
書
刊
本
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
不
可
避
で
あ
り
な
が
ら
も

本
稿
で
は
あ
え
て
言
及
し
な
い
こ
と
ど
も
を
四
点
、
挙
げ
て
お
く
。

一
つ
め
は
写
本
に
関
わ
る
問
題
。
歌
書
に
と
っ
て
最
も
上
質
な
本
は
何
か
、
と
い
う

こ
と
を
考
え
た
時
（
と
い
う
よ
り
も
考
え
る
ま
で
も
な
く
）
、
そ
れ
は
や
は
り
写
本
（
刊

本
に
対
す
る
写
本
の
意
で
、
自
筆
本
も
含
む
）
に
尽
き
よ
う
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

け
る
久
保
木
秀
夫
氏
の
発
表
「
禁
裏
・
近
衛
家
の
蔵
書
形
成
過
程
一
端
」
（
本
誌
所
収
）
は
、

ま
さ
に
そ
の
時
代
の
最
上
本
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
例
え
ば
賀
茂
真
淵
の

「
冠
辞
考
」
（
宝
暦
七
年
〈
一
七
五
七
〉
刊
）
の
よ
う
に
、
歌
書
の
刊
本
の
中
に
は
、
刊

本
で
あ
り
な
が
ら
わ
ざ
わ
ざ
綴
子
表
紙
を
つ
け
大
和
綴
じ
に
す
る
、
い
わ
ば
写
本
風
に

造
っ
た
特
装
本
が
ま
ま
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
こ
の
種
の
写
本
偽
装
ｌ

刊
本
に
お
け
る
〈
写
本
へ
の
あ
こ
が
れ
〉
Ｉ
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
し
か
と
存
在

し
て
い
た
点
も
見
逃
し
難
い
。

近
世
文
学
の
肢
た
る
特
徴
が
出
版
の
時
代
の
文
芸
で
あ
る
こ
と
は
文
学
史
の
定
説
だ

が
、
し
か
し
近
年
の
最
新
の
動
向
は
、
か
つ
て
の
近
世
刊
本
主
義
へ
の
反
省
を
促
す
も

の
が
多
く
、
も
っ
ぱ
ら
江
戸
時
代
に
お
け
る
写
本
の
〈
復
権
〉
（
刊
本
の
位
置
づ
け
に
対

（
７
）

す
る
認
識
の
変
容
）
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
目
に
付
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
と
に

（
８
）

話
が
和
歌
、
歌
書
に
関
わ
る
場
合
、
書
物
世
界
に
お
け
る
〈
身
分
〉
の
問
題
と
も
絡
み

合
っ
て
、
問
題
は
い
っ
そ
う
複
雑
に
な
ろ
う
。

二
つ
め
は
本
文
の
問
題
。
前
述
の
通
り
、
和
歌
や
王
朝
文
学
の
研
究
に
お
い
て
、
刊

二
、
全
容

次
頁
の
グ
ラ
フ
は
、
寛
永
か
ら
幕
末
に
至
る
歌
書
刊
本
の
点
数
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も

の
。
元
号
の
上
部
に
記
し
た
算
用
数
字
は
刊
行
点
数
で
、
総
計
で
一
七
○
○
点
余
り

（
同
じ
板
木
を
使
っ
て
印
刷
し
た
後
印
・
後
修
本
で
あ
っ
て
も
刊
年
が
異
な
る
も
の
は

そ
の
都
度
カ
ウ
ン
ト
し
た
）
。
た
だ
し
、
歌
書
の
定
義
自
体
が
既
に
揺
れ
を
含
ん
で
い

る
上
に
、
江
戸
中
期
以
降
爆
発
的
に
増
え
て
く
る
往
来
物
の
類
は
い
く
つ
か
を
採
り
な

が
ら
も
多
く
を
捨
て
、
逆
に
、
中
期
以
降
徐
々
に
塒
え
て
く
る
テ
ニ
ヲ
ハ
論
著
の
類
は

努
め
て
拾
い
、
絵
本
や
狂
歌
書
な
ど
は
そ
の
都
度
判
断
し
た
上
で
取
捨
し
た
の
で
、
こ

の
数
値
は
変
動
の
余
地
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
た
い
。

本
は
流
布
本
と
し
て
、
常
に
そ
の
本
文
の
質
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
事
実
は
引

き
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
検
証
は
本
稿
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

三
つ
め
は
古
活
字
版
。
近
世
初
期
の
文
化
史
的
状
況
を
見
据
え
た
時
、
古
活
字
版
に

よ
る
〈
古
典
の
開
放
〉
は
極
め
て
重
要
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
「
流
布
」
と
い
う
観

点
を
重
視
す
る
た
め
に
目
を
つ
ぶ
る
。
近
世
後
期
の
木
活
字
版
に
つ
い
て
も
同
断
で
、

本
稿
で
は
整
版
の
み
を
対
象
と
す
る
。

四
つ
め
は
無
刊
記
本
の
問
題
。
こ
れ
は
、
歌
書
の
「
年
表
」
を
編
む
際
に
便
宜
上
問

題
に
な
る
と
言
う
の
み
な
ら
ず
、
近
世
初
期
の
、
特
に
寛
永
版
を
扱
う
場
合
に
は
避
け

て
通
れ
な
い
問
題
だ
が
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
踏
み
込
ま
な
い
。

如
上
、
い
さ
さ
か
乱
暴
な
方
針
で
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
歌
書
を
〈
モ
ノ
〉
と
し

て
眺
め
る
こ
と
で
、
近
世
の
文
学
史
ひ
い
て
は
文
化
史
を
考
え
る
礎
と
し
た
い
。
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ｌ
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ｑ
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０
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図1寛永6年刊「伊勢物罷」（絵なし本）巻末・刊肥（今西祐一郎氏蔵）

そ
れ
で
も
、
こ
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
が
思
わ
れ
て
く
る
。

刊
行
点
数
と
し
て
は
元
禄
期
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
、
寛
文
・
延
宝
頃
に
上
質
な
写

本
や
奈
良
絵
本
の
多
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
刊
行
点
数
に
お
い
て
も
寛

文
・
延
宝
期
の
充
実
が
見
て
と
れ
る
こ
と
、
逆
に
享
保
期
は
、
そ
の
長
さ
に
比
べ
れ
ば

点
数
が
非
常
に
多
い
と
ま
で
は
言
え
な
い
こ
と
、
享
保
以
降
天
明
頃
ま
で
の
江
戸
中
期

が
や
や
低
調
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
実
学
尊
重
の
吉
宗
の
時
代
性
や
、
在
位
す
る
天

皇
・
院
と
の
関
係
性
、
あ
る
い
は
国
学
の
隆
盛
、
本
屋
仲
間
の
問
題
等
々
も
考
慮
し
た

く
な
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
以
上
の
軽
々
な
る
指
摘
は
差
し
控
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
最
も
頻
繁
に
（
安
定
的
に
）
刊
行
さ
れ
た
の
は
「
伊

勢
物
語
』
で
あ
る
。
寛
永
六
年
の
刊
本
（
刊
記
「
寛
永
己
巳
孟
夏
日
」
、
大
二
冊
、
絵
入

↑
（
９
）

本
と
絵
な
し
本
の
両
方
あ
り
）
（
図
１
）
を
筆
頭
に
、
注
釈
な
ど
も
含
め
れ
ば
総
計
で
一

二
○
種
余
り
に
も
及
ぶ
。
ほ
ぼ
二
年
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
さ
れ
た
、
江
戸
時
代
一

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
。
他
に
上
位
を
占
め
る
の
は
、
「
古
今
和
歌
集
」
『
百
人
一
首
」
「
徒

然
草
」
「
和
漢
朗
詠
集
」
で
あ
り
、
一
方
、
「
源
氏
物
語
」
な
ど
長
大
な
作
品
は
や
は
り

敬
遠
さ
れ
た
。
読
書
や
享
受
、
あ
る
い
は
出
版
の
コ
ス
ト
な
ど
を
考
え
れ
ば
妥
当
な
結

果
で
あ
ろ
う
。

で
は
以
下
に
、
江
戸
前
期
の
諸
状
況
を
、
Ａ
寛
永
期
／
Ｂ
基
本
文
献
／
Ｃ
装
訂
／
Ｄ

書
型
の
各
項
目
ご
と
に
尋
ね
て
み
よ
う
。

江
戸
前
期
（
寛
永
～
元
禄
）

中
期
（
宝
永
～
天
明
）

後
期
（
寛
政
～
安
政
）

七
七
六
点

三
七
三
点

五
五
七
点
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Ａ
寛
永
期

歌
書
と
し
て
最
初
の
出
版
物
は
、
寛
永
五
年
刊
の
「
和
漢
朗
詠
集
」
（
刊
記
「
寛
永
五

年
次
戊
辰
孟
春
開
板
焉
」
、
大
二
冊
）
（
図
２
）
。
版
元
は
記
さ
れ
な
い
が
、
京
都
版
と
見

（
叩
）

て
間
違
い
な
い
。
寛
永
期
の
刊
行
書
目
の
う
ち
、
他
に
主
要
な
も
の
を
挙
げ
て
み
れ
ば

次
の
通
り
（
非
刊
行
順
）
。

「
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
」

「
万
葉
集
』

「
百
人
一
首
」
『
百
人
一
首
抄
」
「
膳
三
百
首
」
「
自
讃
歌
注
」

『
題
林
愚
抄
」
「
類
字
名
所
和
歌
集
」
「
和
漢
朗
詠
集
私
註
」
「
新
撰
朗
詠
集
」

「
八
雲
御
抄
』
『
三
部
抄
之
抄
』
「
竹
園
抄
」
「
桐
火
桶
』
「
愚
問
賢
注
」
「
歌
林
良
材

三
、
江
戸
前
期
Ｉ
そ
の
特
質
と
展
開
Ｉ

「
閥
疑
抄
」
「
真
名
伊
勢
物
語
」

「
徒
然
草
」

「
土
佐
日
記
」

ど
れ
も
良
く
知
ら
れ
た
歌
書
で
、
そ
れ
ま
で
写
本
と
し
て
流
布
し
て
き
た
種
々
の
歌

書
が
、
寛
永
期
を
迎
え
て
広
く
一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
っ
た
さ
ま
が
窺
知
で
き
よ
う
。

古
活
字
版
と
の
関
係
（
寛
永
八
年
刊
『
類
字
名
所
和
歌
集
」
は
古
活
字
版
第
二
種
本
の

覆
刻
）
や
、
初
期
の
版
元
と
し
て
い
ろ
い
ろ
と
問
題
の
多
い
版
元
（
杉
田
良
庵
玄
与
・

（
皿
）

杉
田
勘
兵
衛
尉
な
ど
）
も
名
を
連
ね
る
が
そ
れ
ら
は
措
き
、
今
は
一
点
だ
け
を
取
り
上

げ
て
み
た
い
。

集
一
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図4正保4年刊「山家記」刊記（個人蔵） 図3正保3年刊「うなひ松」刊妃（個人蔵）

寛
永
一
八
年
刊
の
「
仙
洞
歌
合
」
（
刊
記
「
寛
永
十
八
辛
巳
陽
月
吉
辰
／
二
条
通
観
音

町
風
月
宗
智
」
、
大
一
冊
）
は
、
後
水
尾
院
歌
壇
に
お
け
る
記
念
碑
的
な
歌
合
（
三
条
西

実
条
判
）
で
、
寛
永
一
六
年
一
○
月
五
日
の
開
催
か
ら
わ
ず
か
二
年
後
に
刊
行
さ
れ
た

も
の
。
寛
永
期
有
刊
年
本
の
う
ち
唯
一
の
当
代
作
品
の
出
版
物
で
あ
り
、
何
よ
り
、
宮

廷
和
歌
の
催
し
が
刊
本
化
さ
れ
た
江
戸
期
で
唯
一
の
事
例
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の

（
吃
）

だ
。
そ
も
そ
も
、
江
戸
初
期
の
刊
行
に
か
か
る
歌
書
は
大
半
が
古
典
で
あ
っ
て
、
当
代

作
品
は
極
め
て
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
「
仙
洞
歌
合
」
に
続
く
、
当
代
作
品

の
早
期
刊
行
物
を
順
に
拾
っ
て
ゆ
け
ば
次
の
如
し
。

○
正
保
三
年
刊
「
う
な
ひ
松
」
（
刊
記
「
正
保
参
年
九
月
中
旬
刊
」
、
半
一
冊
）

（
図
３
）

○
正
保
四
年
刊
「
山
家
記
」

（
刊
記
「
二
条
通
玉
や
町
村
上
平
楽
寺
開
板
／
正
保
四
年
丁
亥
正
月
吉
祥
日
」
、

大
一
冊
）
（
図
４
）

○
慶
安
元
年
刊
「
鉄
槌
」

（
刊
記
「
慶
安
元
戊
子
年
仲
冬
良
辰
／
藤
井
吉
兵
衛
尉
新
刊
」
、
大
四
冊
）

○
慶
安
二
年
刊
「
挙
白
集
」

（
刊
記
「
慶
安
弐
己
丑
年
三
月
日
／
四
条
立
う
り
中
町
」
、
大
八
冊
）

私
た
ち
は
こ
こ
に
初
め
て
、
青
木
宗
胡
著
の
「
鉄
槌
」
を
除
く
三
点
が
、
い
ず
れ
も

木
下
長
繍
子
関
連
の
書
物
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
長
聡
子
の
存
在
は
、
そ
の

異
風
の
詠
み
ぶ
り
も
秀
逸
な
る
和
文
も
、
ま
さ
に
時
代
を
抜
き
ん
出
た
も
の
と
見
る
べ

き
だ
が
、
自
作
の
出
版
と
い
う
営
為
に
お
い
て
も
先
駆
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

て
、
非
常
に
興
味
深
い
。
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図5元禄4年刊「鯛の羽掻」巻中・刊記（個人蔵）

Ｂ
基
本
文
献

次
に
、
寛
永
か
ら
元
禄
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
基
本
文
献
の
、
そ
れ
も
部
類
書
・
集

成
書
の
類
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
「
基
本
文
献
」
な
る
言
い
方
が
既
に
相
当
暖
昧
だ
が
、
以

下
の
掲
出
書
目
を
も
っ
て
、
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
看
取
さ
れ
た
い
。

（
ア
）
撰
集
（
勅
／
私
）

ま
ず
勅
撰
集
に
は
、
正
保
四
年
刊
の
「
二
十
一
代
集
」
（
刊
記
「
正
保
四
丁
亥
暦
三
月

中
旬
開
板
／
中
御
門
通
弱
桧
木
町
吉
田
四
郎
右
衛
門
尉
（
印
こ
、
大
五
六
冊
）
と
、
明

暦
元
年
刊
の
「
八
代
集
」
（
刊
記
「
明
暦
元
年
初
秋
吉
辰
／
寺
町
本
能
寺
前
八
尾
勘
兵
衛

板
」
、
大
一
六
冊
）
が
あ
り
、
私
撰
集
に
は
寛
永
二
○
年
刊
の
「
万
葉
集
」
（
刊
記
「
寛

永
弐
拾
年
癸
未
臘
月
吉
日
／
洛
陽
三
条
寺
町
誓
願
寺
前
安
田
十
兵
衛
新
刊
」
、
大
二
○

冊
）
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
後
印
本
も
多
く
、
文
字
通
り
の
流
布
本
だ
。
こ
れ
に
、
院
政

期
か
ら
室
町
末
期
ま
で
の
和
歌
を
集
成
網
羅
し
た
『
類
題
和
歌
集
」
（
元
禄
一
六
年
刊
、

刊
記
「
京
都
三
条
通
舛
屋
町
／
御
書
物
所
出
雲
寺
和
泉
橡
」
、
半
三
一
冊
）
を
加
え
れ
ば
、

古
典
和
歌
の
大
半
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

利
便
性
な
ら
ば
、
「
内
裏
名
所
百
首
」
等
一
四
種
の
百
首
歌
を
集
成
し
た
元
禄
一
三
年

（
肥
）

刊
の
「
百
首
部
類
」
（
刊
記
「
元
禄
十
三
庚
辰
歳
孟
春
／
出
雲
寺
和
泉
橡
蔵
板
」
、
半
六

二
冊
）
も
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
「
三
体
和
歌
」
等
三
九
種
の
名
数
和
歌
を
収
め
た
元

（
Ｍ
）

禄
四
年
刊
の
「
鴫
の
羽
掻
」
（
刊
記
「
元
禄
四
年
辛
未
正
月
吉
辰
／
書
騨
／
吉
田
三
郎
兵

衛
／
伊
藤
平
八
」
、
半
三
冊
）
（
図
５
）
に
も
注
意
し
た
い
。
編
者
の
み
な
ら
ず
絵
師
も

ま
た
未
詳
だ
が
、
元
禄
期
を
迎
え
て
こ
の
よ
う
な
書
物
が
刊
行
さ
れ
る
あ
た
り
に
、
あ

る
種
の
〈
成
熟
〉
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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（
エ
）
歌
論
・
歌
学

い
ち
早
く
寛
永
一
五
年
に
「
三
部
抄
之
抄
」
（
刊
記
「
寛
永
十
五
戊
寅
年
仲
秋
吉
辰
／

二
条
観
音
町
風
月
宗
智
刊
行
」
、
大
五
冊
、
『
詠
歌
大
概
抄
」
「
秀
歌
之
躰
大
略
」
『
百
人

一
首
抄
」
「
未
来
記
」
「
雨
中
吟
』
を
収
載
）
（
図
６
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
三
部
抄
伝

授
と
の
関
係
か
ら
か
と
推
測
さ
れ
る
。
江
戸
期
に
入
っ
て
御
所
伝
授
の
一
つ
と
し
て
行

わ
れ
た
三
部
抄
伝
授
は
、
そ
の
後
江
戸
後
期
に
至
る
ま
で
、
歌
道
伝
授
の
階
梯
と
し
て

（
ウ
）
歌
合

貞
享
二
年
刊
の
「
歌
合
部
類
」
（
刊
記
「
貞
享
二
年
龍
集
乙
丑
八
月
日
／
洛
陽
書
林
／

二
口
伊
予
／
西
村
九
良
右
衛
門
」
、
大
三
七
冊
）
は
、
「
天
徳
四
年
内
裏
歌
合
」
か
ら

「
永
禄
六
年
秋
十
五
番
歌
合
」
に
至
る
三
六
種
を
登
載
し
た
も
の
。
主
要
な
歌
合
を
収

め
た
重
宝
な
書
物
で
あ
る
。
因
み
に
本
書
は
、
延
宝
二
年
ま
で
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た

ら
し
く
、
「
貞
享
二
年
」
の
刊
記
を
持
た
な
い
無
刊
記
本
こ
そ
が
原
刊
本
で
は
な
か
っ
た

（
略
）

か
と
の
新
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

（
イ
）
家
集

頓
阿
や
西
行
、
あ
る
い
は
「
雪
玉
集
」
「
柏
玉
集
」
「
碧
玉
集
」
の
よ
う
な
単
発
の
家

集
も
も
ち
ろ
ん
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
、
正
保
四
年
刊
の
「
歌
仙
家
集
」
（
刊
記

「
正
保
四
丁
亥
暦
八
月
／
普
林
中
野
道
也
繍
梓
」
、
大
一
五
冊
）
と
、
無
刊
記
な
が
ら

慶
安
頃
の
刊
行
と
目
さ
れ
る
「
六
家
集
」
（
刊
記
「
京
風
月
庄
左
衛
門
」
、
大
三
○
冊
、

「
秋
篠
月
清
集
」
「
長
秋
詠
藻
」
「
山
家
集
」
「
拾
玉
集
」
「
拾
遺
愚
草
」
「
壬
二
集
」
を
収

載
）
と
を
挙
げ
て
お
く
。
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図8左「和歌六部抄」／右「和歌古扇深秘抄」（ともに個人蔵）

（
オ
）
索
引

寛
文
六
年
刊
の
「
古
今
類
句
」
（
刊
記
「
寛
文
六
丙
午
歳
五
月
日
／
春
日
西
洞
院
田
中

町
同
姓
景
正
開
板
」
、
大
三
六
冊
）
は
、
山
本
春
正
の
編
集
に
か
か
る
和
歌
索
引
。
「
二

十
一
代
集
」
「
六
家
集
」
の
ほ
か
、
「
伊
勢
物
語
」
「
源
氏
物
語
」
に
出
る
和
歌
を
、
第
四

句
に
よ
っ
て
い
ろ
は
順
に
分
類
す
る
。
「
新
編
国
歌
大
観
」
や
「
新
編
私
家
集
大
成
」
を

続
け
ら
れ
た
か
ら
、
堂
上
は
と
も
か
く
と
し
て
地
下
の
人
び
と
に
は
相
応
の
需
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
記
五
書
に
「
三
体
和
歌
」
「
結
題
百
首
」
を
加
え
て
七
書
を
有

す
る
、
承
応
元
年
刊
「
和
歌
七
部
之
抄
」
（
刊
記
「
承
応
元
壬
辰
仲
冬
吉
日
」
、
大
八
冊
）

と
の
関
係
性
の
検
討
や
、
編
者
、
版
元
の
問
題
な
ど
、
今
後
の
課
題
も
多
い
。
無
刊
記

な
が
ら
承
応
頃
の
刊
行
と
思
し
い
「
和
歌
六
部
抄
」
（
刊
記
「
林
和
泉
橡
板
行
」
、
半
六

冊
、
「
近
代
秀
歌
」
「
正
風
体
抄
」
『
毎
月
抄
」
「
詠
歌
一
体
」
『
夜
の
鶴
」
「
近
来
風
体
」

を
収
載
）
も
、
同
様
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
。

（
肥
）

下
っ
て
元
禄
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
恵
藤
一
雄
編
「
和
歌
古
語
深
秘
抄
」
（
刊
記
「
元

禄
十
五
壬
午
孟
春
日
／
京
都
出
雲
寺
和
泉
橡
開
板
」
、
半
一
○
冊
）
（
図
７
）
は
、
『
後
鳥

羽
院
御
口
伝
」
「
定
家
和
寄
式
（
近
代
秀
歌
）
」
「
和
寄
庭
訓
（
毎
月
抄
二
な
ど
、
全
部

で
一
九
種
も
の
歌
論
書
を
収
載
す
る
。
中
に
は
、
伝
鴨
長
明
の
「
豊
玉
集
」
や
「
八
雲

一
言
記
」
の
よ
う
に
、
他
に
有
力
な
伝
本
が
知
ら
れ
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
い
わ
ば

本
書
は
「
日
本
歌
学
大
系
」
や
「
歌
論
歌
学
集
成
」
の
先
駆
的
書
物
と
も
見
な
さ
れ
る

も
の
な
の
だ
が
、
そ
の
本
造
り
は
い
さ
さ
か
乱
暴
で
、
図
８
に
示
し
た
よ
う
に
、
先
行

す
る
「
和
歌
六
部
抄
」
の
板
木
の
流
用
が
確
認
で
き
る
。
両
書
は
と
も
に
出
雲
寺
和
泉

橡
の
刊
行
物
だ
か
ら
、
版
元
の
関
与
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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こ
う
し
て
み
る
と
、
『
和
歌
古
語
深
秘
抄
』
『
詞
林
意
行
集
」
『
扶
桑
拾
葉
集
」
等
々
、

主
に
元
禄
期
に
集
成
書
の
類
が
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
前
代

ま
で
の
断
続
的
な
歌
書
の
刊
行
が
〈
知
〉
の
基
盤
を
整
備
し
、
そ
れ
を
承
け
て
の
営
為

と
見
れ
ば
、
元
禄
期
は
〈
歌
書
集
成
書
の
時
代
〉
と
も
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
か
。

（
キ
）
和
文

徳
川
光
圀
編
、
元
禄
六
年
刊
の
「
扶
桑
拾
葉
集
」
（
大
三
五
冊
）
は
、
平
安
か
ら
江
戸

初
期
に
至
る
三
一
三
種
も
の
和
文
を
収
載
し
た
一
大
叢
書
。
元
禄
二
年
、
幸
仁
親
王
序
。

長
噛
子
の
和
文
を
多
く
載
せ
る
（
三
五
種
）
ほ
か
、
烏
丸
光
広
・
冷
泉
為
景
の
作
品
も

多
い
。
個
別
の
和
文
の
価
値
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
総
体
と
し
て
、
江
戸
人
の
表
現
の

基
盤
を
下
支
え
し
た
功
績
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
力
）
紀
行

宮
川
道
達
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
詞
林
意
行
集
」
は
、
元
禄
三
年
の
刊
行
（
刊
記

「
元
禄
三
年
庚
午
初
春
消
吉
／
書
林
／
銭
屋
七
郎
兵
衛
／
山
形
三
郎
右
衛
門
梓
行
」
、

半
八
冊
）
で
、
「
宗
祇
終
焉
記
」
（
宗
長
）
等
三
三
編
の
紀
行
文
を
収
め
る
。
元
禄
六
年

刊
の
続
編
『
拾
遺
意
行
集
」
（
刊
記
「
癸
酉
十
一
月
吉
旦
／
永
原
屋
孫
兵
衛
刊
行
」
、
大

二
冊
）
と
と
も
に
、
そ
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

持
つ
私
た
ち
に
は
無
用
の
長
物
だ
が
、
当
代
に
は
至
便
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
例
え

（
Ｗ
）

ば
元
禄
期
に
は
相
応
に
活
用
さ
れ
た
痕
跡
も
確
認
さ
れ
る
。
看
過
で
き
ぬ
一
書
と
見
る

べ
き
だ
。

Ｃ
装
訂

言
う
ま
で
も
な
く
歌
書
刊
本
の
大
半
は
袋
綴
だ
が
、
ご
く
ご
く
稀
に
そ
れ
以
外
の
装

訂
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
巻
子
本
と
折
本
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

松
花
堂
昭
乗
筆
、
慶
安
二
年
刊
の
「
和
漢
朗
詠
集
」
（
刊
記
「
慶
安
二
龍
輯
丙
丑
歳
孟

春
如
意
珠
日
（
朱
印
）
（
朱
印
）
」
）
（
図
９
）
は
、
紙
高
三
三
・
○
糎
、
七
六
紙
を
継
い

だ
巻
子
本
。
「
和
漢
朗
詠
集
」
の
刊
本
と
し
て
も
、
ひ
い
て
は
歌
書
刊
本
と
し
て
も
唯
一

の
巻
子
本
だ
。
実
は
本
書
に
は
、
同
じ
刊
記
を
有
す
る
大
本
二
巻
二
冊
本
が
あ
り
、
そ

ち
ら
は
覆
刻
と
思
し
い
◎
原
刊
本
は
巻
子
・
冊
子
と
も
に
稀
観
な
が
ら
、
冊
子
本
に
は

ま
ま
後
印
本
が
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
巻
子
は
最
初
に
調
製
さ
れ
た
特
装
版
で
、
ほ
ど

な
く
冊
子
が
並
装
版
と
し
て
か
ぶ
せ
彫
り
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
巻
子
本

は
刊
本
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
特
定
の
誰
か
に
向
け
て
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ

（
鵬
｝

の
意
味
で
は
多
分
に
写
本
的
な
性
質
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
そ
こ
に

は
、
歌
書
刊
本
初
め
て
の
昭
乗
筆
本
と
い
う
要
因
も
絡
ん
で
い
る
か
。

折
本
も
珍
し
く
、
次
の
一
点
の
み
。
そ
れ
は
、
元
禄
八
年
刊
の
「
漁
湘
八
景
」
（
刊
記

「
元
禄
八
乙
亥
歳
仲
春
吉
祥
日
／
書
林
／
華
洛
中
川
息
障
軒
／
浪
花
小
嶋
勘
右
衛
門
／

同
下
山
喜
左
衛
門
／
繍
梓
」
、
折
特
大
一
帖
）
で
、
長
谷
川
等
雲
（
伝
未
詳
）
の
絵
を
具

備
し
た
堂
々
た
る
も
の
。
「
満
湘
八
景
」
の
、
し
か
も
帯
図
本
と
い
う
あ
た
り
に
折
帖
仕

立
て
の
因
由
が
求
め
ら
れ
そ
う
で
は
あ
る
が
、
明
暦
二
年
刊
本
な
ど
他
の
「
術
湘
八
景
」

刊
本
は
み
な
袋
綴
（
大
本
）
。
管
見
に
及
ん
だ
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
ハ
イ
ド
旧

蔵
）
以
外
の
伝
本
は
知
ら
れ
な
い
の
で
、
や
は
り
本
書
も
刊
本
な
が
ら
特
製
本
で
あ
っ

た
か
。
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（
い
）
特
大
本

特
大
本
と
い
う
の
は
、
大
本
よ
り
も
大
型
の
縦
三
○
糎
×
横
二
一
糎
以
上
の
本
を
指

す
。
大
雑
書
な
ど
の
実
用
書
に
多
く
見
ら
れ
る
書
型
で
、
歌
書
や
俳
書
に
は
珍
し
い
。

俳
書
で
一
番
大
き
な
も
の
は
延
宝
四
年
序
刊
、
西
鶴
編
の
「
古
今
誹
譜
師
手
鑑
」
（
縦
四

（
釦
）

一
×
横
二
七
・
五
糎
）
と
さ
れ
る
が
、
歌
書
で
最
も
大
き
い
の
は
、
そ
の
西
鶴
も
倣
っ

た
と
い
う
慶
安
四
年
刊
の
「
御
手
鑑
」
（
図
扣
）
で
あ
る
。
個
人
蔵
の
一
本
は
、
縦
三

九
・
四
×
横
二
九
・
○
糎
。
伝
本
が
比
較
的
多
く
、
し
か
も
版
種
も
多
岐
に
わ
た
っ
て

（
副
）

お
り
、
な
お
今
後
の
探
索
が
必
要
な
書
物
だ
。
元
禄
末
ま
で
に
、
特
大
本
は
あ
と
二
つ
。

（
あ
）
枡
型
本

寛
永
か
ら
元
禄
ま
で
の
七
七
六
点
も
の
歌
書
刊
本
の
中
に
、
枡
型
本
は
一
点
も
存
在

（
塒
）

し
な
い
。
こ
の
事
実
は
非
常
に
興
味
深
く
、
そ
し
て
重
要
だ
。
そ
も
そ
も
、
芭
蕉
が
「
お

く
の
ほ
そ
道
」
（
元
禄
版
）
を
俳
書
と
し
て
は
た
い
へ
ん
に
珍
し
い
枡
型
本
に
仕
立
て
た

の
は
、
枡
型
の
多
い
中
世
以
前
の
歌
書
や
物
語
書
の
写
本
に
範
を
求
め
た
か
ら
だ
と
さ

れ
る
が
、
こ
う
し
て
実
際
に
、
歌
書
刊
本
に
は
こ
ほ
そ
道
」
以
前
に
）
枡
型
本
が
な

か
っ
た
と
の
事
実
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
。
他
方
、
写
本
か
ら
刊

本
へ
と
い
う
展
開
の
中
で
枡
型
は
な
ぜ
消
え
た
か
と
の
問
題
も
浮
上
し
よ
う
。

Ｄ
書
型

元
禄
期
ま
で
下
れ
ば
さ
す
が
に
半
紙
本
も
増
え
て
く
る
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
や

は
り
大
本
で
あ
る
（
因
み
に
俳
書
は
半
紙
本
が
一
般
的
）
。
こ
こ
で
は
、
枡
型
本
、
特
大

本
、
特
小
本
、
小
本
の
四
種
を
取
り
上
げ
る
。
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建
部
伝
内
書
、
慶
安
元
年
刊
の
「
和
漢
朗
詠
集
」
（
刊
記
「
慶
安
元
年
仲
秋
日
」
、
二
冊
）

と
、
元
禄
二
年
序
刊
の
雛
形
「
小
倉
山
色
紙
模
様
」
（
刊
記
「
日
本
橋
万
町
本
屋
清
兵

衛
」
、
二
冊
）
で
あ
る
。

（
う
）
特
小
本

特
小
本
と
い
う
の
は
小
本
よ
り
も
小
さ
い
書
型
の
総
称
で
、
お
お
む
ね
縦
一
三
糎
×

横
九
糎
以
下
の
本
を
指
す
。
実
用
的
も
し
く
は
趣
味
的
に
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
例

え
ば
俳
書
で
一
番
小
さ
な
も
の
は
、
寛
政
七
年
刊
、
秋
里
離
島
編
の
「
俳
翼
」
（
縦
七
・

（
認
）

二
五
×
横
五
・
四
糎
）
と
さ
れ
る
。
歌
書
で
最
も
小
さ
い
の
は
、
カ
ル
タ
の
付
属
品
と

し
て
製
作
さ
れ
た
と
思
し
い
、
江
戸
後
期
刊
の
「
百
人
一
首
」
（
サ
イ
ズ
は
区
々
だ
が
縦

七
糎
×
横
五
糎
弱
の
も
の
が
多
い
。
絵
入
）
で
あ
ろ
う
。
江
戸
も
中
期
を
過
ぎ
る
と
、

特
小
本
が
い
ろ
い
ろ
と
出
る
よ
う
に
な
る
が
１
１
享
保
二
年
刊
「
徒
然
草
」
（
刊
記
「
享

保
二
丁
酉
五
月
吉
祥
日
／
皇
都
書
林
寺
町
通
五
条
上
ル
町
梅
村
市
兵
衛
版
」
、
二
冊
、
絵

入
）
、
同
年
賊
刊
「
古
今
集
」
（
一
冊
）
、
文
政
一
○
年
奥
刊
『
三
草
集
」
ほ
か
Ｉ
、
江

戸
前
期
に
は
ま
だ
相
当
に
珍
し
い
書
型
で
あ
っ
た
。
元
禄
末
ま
で
に
は
わ
ず
か
に
三
点
。

（
画
）

元
禄
二
年
刊
「
女
寄
仙
絵
抄
」
（
刊
記
「
元
禄
二
巳
歳
正
月
日
／
岡
氏
開
板
」
、
一
冊
、

絵
入
。
＊
柳
沢
昌
紀
氏
蔵
の
無
刊
記
後
印
本
あ
り
）
（
図
Ⅲ
）
、
元
禄
六
年
刊
「
徒
然
草
」

（
刊
記
「
元
禄
六
癸
酉
年
正
月
吉
日
／
書
林
洛
陽
夷
川
車
屋
町
甚
右
衛
門
板
」
、
二
冊
、

絵
入
、
版
下
の
冨
尾
左
兵
衛
は
元
禄
俳
人
冨
尾
似
船
の
縁
者
か
）
、
そ
れ
に
元
禄
九
年
刊

「
小
町
花
あ
は
せ
』
（
序
中
題
、
刊
記
「
元
禄
九
丙
子
歳
／
正
月
吉
辰
／
中
野
小
左
衛
門

／
木
村
五
郎
兵
衛
／
蔦
林
軒
」
、
一
冊
、
絵
入
（
図
旭
）
で
あ
る
。
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（
え
）
小
本

小
本
は
半
紙
本
の
約
半
分
の
大
き
さ
で
、
縦
一
四
～
一
六
糎
×
横
一
○
～
二
糎
程

度
。
歌
書
と
言
え
ば
大
本
が
相
場
だ
が
、
さ
す
が
に
時
代
が
徐
々
に
下
っ
て
く
る
と
小

本
が
登
場
し
て
く
る
。
元
号
ご
と
に
点
数
を
示
し
て
代
表
書
を
一
つ
挙
げ
よ
う
。

承
応
１
（
絵
入
）
「
伊
勢
物
語
」

寛
文
５
（
絵
入
２
／
江
戸
版
１
）
「
伊
勢
物
語
」
ほ
か

延
宝
６
（
絵
入
２
／
江
戸
版
１
）
「
古
今
和
歌
集
」
ほ
か

天
和
６
（
絵
入
５
／
江
戸
版
５
）
「
源
三
位
頼
政
家
集
」
ほ
か

元
禄
Ⅳ
（
絵
入
８
／
江
戸
版
４
）
「
若
む
ら
さ
き
」
ほ
か

小
本
に
絵
入
が
多
い
こ
と
や
江
戸
版
が
目
に
つ
く
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
が
、
こ
と

に
元
禄
期
以
降
、
例
え
ば
「
和
歌
極
秘
伝
抄
」
（
元
禄
一
四
年
刊
）
、
「
続
和
歌
極
秘
伝

（
剛
）

（
蚕
）

抄
」
（
元
禄
一
五
年
刊
）
な
ど
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
暴
露
的
刊
行
書
」
の
類
が
現
れ

て
く
る
こ
と
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
（
こ
の
傾
向
は
宝
永
以
降
も
続
く
）
。
こ
の
種

の
い
か
が
わ
し
い
書
物
群
が
「
小
本
」
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
事
実

も
興
味
深
く
、
本
の
〈
身
分
〉
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

ま
た
、
小
本
の
歌
書
に
は
、
ま
ま
伝
本
の
稀
な
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
天
和
四
年

刊
『
和
歌
初
学
抄
」
（
刊
記
「
天
和
四
年
子
仲
春
上
群
／
青
物
町
伊
勢
屋
板
」
、
一
冊
、

（
郡
〉

絵
入
）
、
元
禄
二
年
刊
「
三
教
和
歌
式
」
（
刊
記
「
元
禄
二
年
巳
正
月
吉
日
／
大
伝
馬
二

町
目
木
下
甚
右
衛
門
〈
開
／
板
〉
」
、
合
一
冊
、
師
宣
風
絵
入
）
（
図
画
）
、
元
禄
八
年
刊

「
〈
為
／
世
〉
和
謁
庭
訓
」
（
刊
記
「
干
時
元
禄
八
乙
亥
年
／
臘
月
吉
旦
／
宮
城
四
郎
右

衛
門
／
板
行
」
、
一
冊
）
（
図
Ｍ
）
な
ど
で
あ
る
。

以
上
、
江
戸
前
期
歌
書
刊
本
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
寛
永
期
、
基
本
文
献
、
装
訂
、
書
型

と
い
う
四
つ
の
観
点
か
ら
眺
め
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
外
に
も
言
及
す
べ
き
問
題
は
依

（
餌
》

然
と
し
て
多
い
。
絵
入
本
を
め
ぐ
る
問
題
、
松
会
版
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
版
の
様
相
、

歌
書
の
版
元
（
和
歌
所
）
の
動
向
、
（
古
典
で
は
な
く
）
当
代
歌
書
の
出
版
状
況
な
ど
な

ど
な
ど
。
あ
る
い
は
外
題
史
の
問
題
ｌ
元
禄
期
の
歌
書
の
外
題
（
原
題
筬
）
に
は
頓

阿
の
名
を
掲
げ
た
も
の
が
目
に
つ
く
と
か
、
西
行
や
定
家
の
人
気
が
高
い
な
ど
と
い
う

事
実
も
、
時
代
思
潮
と
併
せ
考
え
れ
ば
た
い
へ
ん
に
興
味
深
い
し
、
刊
本
を
そ
の
ま
ま
、

（
魂
）

に
写
し
た
い
わ
ゆ
る
「
刊
写
本
」
を
め
ぐ
っ
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
営
み
や
糖

神
性
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
刊
本
の
「
稀
本
」

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
の
だ
か
ら
、
刊
行
さ
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま

ま
流
布
に
直
結
し
な
い
ケ
ー
ス
だ
っ
て
存
在
し
よ
う
。
種
々
の
問
題
は
な
お
根
深
い
と

こ
ろ
に
底
流
し
て
い
る
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

個
別
の
事
例
を
挙
げ
て
ゆ
く
と
際
限
が
な
い
が
、
例
え
ば
合
点
を
そ
の
ま
ま
付
刻
し

た
延
宝
四
年
刊
「
撰
五
十
番
歌
合
」
（
定
家
・
家
隆
詠
、
後
鳥
羽
院
点
、
半
二
冊
）
や
、

天
和
三
年
刊
「
二
詠
双
点
」
（
土
御
門
院
・
良
経
詠
、
定
家
・
家
隆
点
、
大
一
冊
）
な

ど
の
刊
本
の
背
後
に
は
、
江
戸
前
期
に
お
け
る
添
削
、
点
取
の
隆
盛
も
思
い
起
こ
さ
れ

●
ｒ
季
』
《
ノ
。

さ
ら
に
、
江
戸
中
期
以
降
へ
の
目
配
り
と
い
う
こ
と
で
は
、
双
六
の
登
場
Ｉ
〔
明

和
頃
〕
刊
「
〈
御
伽
／
風
流
〉
百
人
一
首
歌
双
六
」
（
淡
彩
、
極
大
一
舗
）
ｌ
や
、
初

期
の
色
版
（
多
色
摺
歌
書
）
の
問
題
も
重
要
だ
。
多
色
摺
の
登
場
は
俳
書
よ
り
も
遅
れ

（
”
）

る
も
の
の
、
安
永
四
年
刊
の
絵
本
「
錦
百
人
一
首
あ
づ
ま
織
」
（
勝
川
春
章
画
、
大
一
冊
）

の
彩
色
の
美
し
さ
は
見
事
と
い
う
ほ
か
な
い
。
国
学
の
隆
盛
に
伴
っ
て
増
加
し
て
く
る
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注
（
１
）
川
上
新
一
郎
。
古
今
和
歌
集
」
版
本
諸
版
一
覧
」
（
「
斯
道
文
庫
論
集
」
一
八
号
、
一
九
八

二
・
三
）
、
同
「
古
今
和
歌
集
版
本
考
ｌ
前
稿
の
補
訂
を
か
ね
て
」
（
同
誌
三
四
号
、
二
○
○

○
・
二
）
、
同
「
古
今
和
歌
集
版
本
考
（
統
こ
（
同
誌
三
五
号
、
二
○
○
一
・
二
）
、
同
「
古
今

和
歌
集
版
本
番
影
集
」
（
同
誌
三
六
号
、
二
○
○
二
・
二
）
。

（
２
）
湯
澤
賢
之
助
編
「
近
世
出
版
百
人
一
首
番
目
集
成
」
（
新
典
社
、
一
九
九
四
）
、
吉
海
直
人
編

「
百
人
一
首
年
表
」
（
日
本
書
誌
学
大
系
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
七
）
。

（
３
）
既
に
備
わ
る
二
つ
の
年
表
ｌ
上
野
洋
三
「
近
世
歌
書
刊
行
年
表
ｌ
寛
永
～
元
文
ｌ
」
（
「
元

禄
和
歌
史
の
基
礎
構
築
」
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
○
○
三
。
＊
初
出
副
題
「
寛
永
～
寛
文
」

「
女
子
大
文
学
（
国
文
筋
二
四
二
号
、
一
九
九
一
・
三
）
と
、
鈴
木
淳
「
近
世
後
期
歌
書
出

版
年
表
の
作
成
」
（
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
三
）
ｌ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
目
下
、

江
戸
期
を
通
し
て
の
「
歌
書
刊
行
年
表
」
の
編
纂
を
準
備
中
で
あ
る
。
以
下
の
報
告
は
、
そ
の

手
持
ち
の
デ
ー
タ
を
適
宜
切
り
出
し
て
の
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
た
い
。
因
み
に
、
今
も
な

お
唯
一
の
歌
書
の
総
合
目
録
で
あ
る
「
大
日
本
歌
書
綜
覧
」
（
福
井
久
蔵
編
、
不
二
書
房
、
一

九
二
六
）
は
、
総
計
約
八
七
○
○
点
も
の
歌
書
を
登
載
す
る
が
、
刊
本
へ
の
目
配
り
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
浅
く
、
そ
れ
も
「
群
書
類
従
」
本
へ
の
言
及
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。
な
お
、
成

稿
に
あ
た
っ
て
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
俳
書
の
全
容
を
論
じ
た
雲
英
末
雄
「
俳
書
ｌ
出
版
形
態

と
そ
の
変
遷
ｌ
」
（
日
本
書
誌
学
大
系
「
俳
書
の
話
」
所
収
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
九
。
＊

塾
蔵
版
の
書
物
や
私
家
版
の
歌
書
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

想
起
さ
れ
る
事
柄
、
論
ず
べ
き
課
題
は
多
い
け
れ
ど
も
続
稿
を
期
し
、
ひ
と
ま
ず
、

右
を
以
て
本
稿
を
た
た
む
こ
と
と
す
る
。

初
出
、
別
冊
太
陽
愛
蔵
版
「
俳
句
」
〈
平
凡
社
、
一
九
八
○
〉
、
図
説
日
本
の
古
典
「
芭
蕪
・
蕪

村
」
〈
集
英
社
、
一
九
七
八
〉
）
と
、
雲
英
末
雄
監
修
「
カ
ラ
ー
版
芭
蕪
、
蕪
村
、
一
茶
の
世

界
」
（
美
術
出
版
社
、
二
○
○
七
）
か
ら
多
大
の
学
恩
を
得
た
こ
と
を
明
記
す
る
。

（
４
）
む
ろ
ん
、
普
籍
目
録
の
分
類
を
絶
対
視
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
分
類
が
、
あ
く
ま
で
も

版
元
に
よ
る
一
つ
の
判
断
の
あ
ら
わ
れ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
歌

書
の
概
念
を
こ
の
よ
う
に
緩
や
か
に
捕
捉
す
る
の
は
何
も
謝
籍
目
録
に
限
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
江
戸
期
に
成
立
し
た
写
本
に
よ
る
歌
書
の
目
録
類
ｌ
岡
山
大
学
附
属
図
番
館
池
田
家

文
庫
蔵
「
歌
書
目
録
」
（
〔
江
戸
中
期
〕
写
一
冊
・
土
肥
経
平
旧
蔵
。
久
保
木
秀
夫
「
中
古
中
世

散
快
歌
集
研
究
」
〈
青
簡
舎
、
二
○
○
九
〉
に
翻
印
所
収
）
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
歌
普
類
目

録
」
（
寛
政
九
年
写
一
冊
・
柳
原
紀
光
縞
）
ほ
か
Ｉ
に
も
共
通
す
る
認
識
で
あ
る
。

（
５
）
「
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
）
「
歌
書
」
の
項
（
佐
藤
恒
雄
執
筆
）

参
照
。

（
６
）
川
平
ひ
と
し
「
歌
学
と
歌
道
」
今
中
世
和
歌
論
」
所
収
、
笠
間
香
院
、
二
○
○
三
）
。

（
７
）
刊
本
の
持
つ
「
通
俗
性
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
野
三
敏
・
市
古
夏
生
・
鈴
木
俊
幸
・
高

木
元
「
〈
座
談
会
〉
江
戸
の
出
版
（
上
）
「
板
本
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
「
江
戸
文
学
」
一
五
号
、

ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
・
五
）
に
詳
し
い
。

（
８
）
今
田
洋
三
・
中
野
三
敏
・
宗
政
五
十
緒
・
尾
形
仇
「
座
談
会
近
世
の
出
版
」
（
「
文
学
」

四
九
巻
二
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
・
二
）
、
中
野
三
敏
「
和
本
教
室
③
和
本
に
は
身

分
が
あ
る
」
（
「
図
書
」
七
一
三
号
、
岩
波
書
店
、
二
○
○
八
・
八
）
な
ど
。

（
９
）
今
西
祐
一
郎
講
演
「
絵
が
あ
る
／
な
い
１
版
本
「
伊
勢
物
語
」
の
一
問
題
ｌ
」
（
絵
入
り
本

国
際
集
会
公
開
講
演
会
、
於
慶
応
義
塾
大
学
、
二
○
○
九
・
一
○
）
。
近
年
、
伊
勢
物
語
刊
本

に
関
す
る
研
究
は
か
な
り
活
発
化
し
て
お
り
、
版
種
の
分
類
に
つ
い
て
は
丸
山
愉
佳
子
の
二
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編
ｌ
「
伊
勢
物
語
享
受
の
実
際
ｌ
伊
勢
物
語
版
本
に
つ
い
て
の
報
告
ｌ
」
言
学
習
院
大
学

国
語
国
文
学
会
誌
」
四
六
号
、
二
○
○
三
・
三
）
、
「
伊
勢
物
語
の
享
受
ｌ
近
世
版
本
を
中
心
に

Ｉ
」
（
伊
東
祐
子
ほ
か
編
『
平
安
文
学
研
究
生
成
」
所
収
、
笠
間
書
院
、
二
○
○
五
）
が
あ
る
。

ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
る
伊
勢
の
絵
入
刊
本
に
関
し
て
は
、
藤
島
綾
「
国
文

・
学
研
究
資
料
館
蔵
「
伊
勢
物
語
」
絵
入
板
本
和
古
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
解
題
二
）
」
（
本
誌

二
九
号
、
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
収
集
事
業
部
、
二
○
○
九
・
三
。
＊
本
誌
に
（
二
）
を
掲

載
）
に
、
詳
細
な
報
告
が
備
わ
る
。

（
、
）
な
お
、
岡
雅
彦
・
和
田
恭
幸
「
近
世
初
期
版
本
刊
記
集
影
（
二
～
（
五
こ
（
本
誌
一
七

～
二
一
号
、
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
、
一
九
九
六
～
二
○
○
○
）
、
日
本
書
誌
学
大

系
「
寛
永
版
番
目
井
図
版
」
（
後
藤
葱
二
幅
、
青
裳
堂
書
店
、
二
○
○
三
）
参
照
。

（
ｕ
）
杉
田
良
庵
玄
与
と
杉
田
勘
兵
衛
尉
は
従
来
同
書
蝉
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
実
は
別
人
で
あ
っ

た
と
の
新
見
が
あ
る
。
柳
沢
昌
紀
「
寛
永
期
の
江
戸
の
本
屋
・
杉
田
勘
兵
衛
尉
」
（
「
瞥
籍
文
化

史
」
三
号
、
二
○
○
二
・
二
、
同
「
近
世
前
期
の
瞥
騨
・
杉
田
勘
兵
衛
尉
を
め
ぐ
る
問
題
」

言
中
京
大
学
図
瞥
館
学
紀
要
」
二
四
号
、
二
○
○
三
・
五
）
参
照
。

（
皿
）
市
古
夏
生
「
番
物
の
出
版
」
（
「
近
世
初
期
文
学
と
出
版
文
化
」
所
収
、
若
草
瞥
房
、
一
九
九

八
）
。

（
旧
）
番
中
「
前
宝
治
御
百
首
」
の
末
尾
に
「
前
泉
州
司
馬
林
時
元
板
行
延
宝
第
六
年
午
三
月

日
」
と
の
刊
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
録
番
の
一
部
は
元
禄
一
三
年
よ
り
も
前
に
刊
行
さ
れ
て

い
た
と
思
趾
さ
れ
る
。
有
吉
保
「
百
首
部
類
」
（
「
日
本
古
典
文
学
会
々
報
」
四
八
号
、
一
九
七

七
・
三
）
参
照
。

（
Ｍ
）
近
時
、
行
き
届
い
た
「
解
題
」
を
付
し
て
影
印
が
出
た
。
川
平
ひ
と
し
・
大
伏
春
美
編
「
影

印
本
鴫
の
羽
掻
」
（
新
典
社
、
二
○
○
五
）
。

（
鴫
）
佐
々
木
孝
浩
「
版
本
「
歌
合
部
類
」
の
開
版
時
期
に
つ
い
て
」
（
「
古
典
資
料
研
究
」
一
○
号
、

二
○
○
四
・
一
二
）
。

（
恥
）
樋
口
芳
麻
呂
「
和
歌
古
語
深
秘
抄
」
（
「
日
本
古
典
文
学
会
々
報
」
三
八
号
、
一
九
七
六
・

五
）
。

（
Ⅳ
）
拙
稿
。
難
三
長
和
歌
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
元
禄
地
下
二
条
派
歌
論
の
位
相
ｌ
」
（
鈴
木
淳
・
柏

木
由
夫
編
「
和
歌
解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
所
収
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
）
。

（
肥
）
鈴
木
淳
「
江
戸
の
巻
子
本
」
（
「
文
学
隔
月
刊
」
一
○
巻
四
号
、
岩
波
書
店
、
二
○
○
九
・

七
）
参
照
。

（
岨
）
注
（
３
）
前
掲
上
野
年
表
に
、
延
宝
三
年
奥
刊
の
「
百
人
一
首
」
を
「
枡
一
冊
」
と
載
せ
る

が
、
該
瞥
は
大
本
で
あ
る
（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
は
縦
二
八
・
○
×
横
一
九
・
八
糎
）
。

（
釦
）
注
（
３
）
前
掲
雲
英
論
文
。

（
劃
）
上
野
洋
三
「
慶
安
刊
本
「
御
手
鑑
」
に
つ
い
て
」
（
「
館
報
池
田
文
庫
」
四
号
、
（
財
）
阪

急
学
園
池
田
文
庫
、
一
九
九
三
・
一
○
）
。

（
犯
）
注
（
３
）
前
掲
雲
英
論
文
。

（
羽
）
拙
稿
「
図
版
解
説
女
歌
仙
絵
抄
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
展
示
図
録
「
江
戸
の
歌
仙
絵

絵
本
に
み
る
王
朝
美
の
変
容
と
創
意
」
所
収
、
国
文
学
研
究
資
料
館
縞
刊
、
二
○
○
九
）
。

（
別
）
拙
稿
「
表
紙
図
版
解
説
「
続
和
野
極
秘
伝
抄
」
刊
記
」
二
東
海
近
世
」
一
七
号
、
東
海
近
世

文
学
会
、
二
○
○
八
・
三
）
。

（
妬
）
上
野
洋
三
「
有
賀
長
伯
の
出
版
活
動
」
（
注
（
３
）
前
掲
「
元
禄
和
歌
史
の
基
礎
構
築
」
所

収
）
。

（
郡
）
鶴
見
大
学
を
会
場
と
し
た
和
歌
文
学
会
大
会
時
の
「
歌
書
の
い
ろ
い
ろ
」
展
（
於
鶴
見
大
学

会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
二
○
○
八
年
一
○
月
一
八
日
・
一
九
日
）
に
展
示
さ
れ
、
「
解
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〔
付
記
〕
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
の
第
四
回
調
査
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
王
朝
文
学
の
流

布
と
継
承
ｌ
国
文
学
文
献
資
料
調
査
を
起
点
と
し
て
ｌ
」
（
二
○
○
九
年
五
月
二
一
日
伽
）

に
お
け
る
口
頭
発
表
「
歌
書
の
変
遷
」
に
韮
づ
く
。
席
上
お
よ
び
発
表
後
に
ご
教
示
下
さ
っ

た
飯
倉
洋
一
・
井
上
敏
幸
・
今
西
祐
一
郎
・
入
口
敦
志
・
久
保
田
啓
一
・
武
井
協
三
の
諸
氏

ほ
か
た
く
さ
ん
の
方
々
に
改
め
て
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
関
係
諸
機

関
・
古
書
蝉
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
個
人
蔵
本
の
閲
覧
で
お
世
話
に
な
っ
た
今
西
祐
一
郎
・

（
”
）
拙
稿
「
図
版
解
説
錦
百
人
一
首
あ
づ
ま
織
」
（
注
（
羽
）
前
掲
展
示
図
録
所
収
）
。

収
）
に
て
江
戸
期
全
般
の
様
相
を
取
り
上
げ
た
。

（
認
）
藤
沢
毅
「
刊
写
本
に
つ
い
て
」
（
「
鯉
城
往
来
」

（
”
）
絵
入
本
の
う
ち
、
歌
仙
絵
に
関
し
て
は
拙
稿
「
江
戸
の
王
朝
美
ｌ
歌
仙
絵
入
刊
本
の
展
開
ｌ
」

（
注
（
羽
）
前
掲
展
示
図
録
「
江
戸
の
歌
仙
絵
絵
本
に
み
る
王
朝
美
の
変
容
と
創
意
」
所

題
目
録
」
に
は
所
蔵
者
で
あ
る
佐
々
木
孝
浩
氏
に
よ
る
「
解
題
」
が
備
わ
る
。

本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
王
朝
文
学
の
流
布
と
継
承
」
（
二
○
○
六
～

二
○
一
○
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
な
お
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
江
戸

時
代
中
期
に
お
け
る
上
方
歌
人
の
総
合
的
調
査
・
研
究
」
（
神
作
研
一
、
課
題
番
号
１
９
５

２
０
１
７
２
）
の
研
究
成
果
を
も
反
映
し
て
い
る
。

後
藤
憲
二
・
佐
々
木
孝
浩
・
柳
沢
昌
紀
の
諸
氏
に
も
深
く
感
謝
し
た
い
。

五
号
、
二
○
○
二
・

（
注
（
羽
）
前
掲
展

一
一
一
）
。
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